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Abstract
lt is郡ァell known that the voltage transients caused by operating s、vitchgear in a pottrer
system  The v01tage transients travel along the power line as a line noise,and cause rnalfunc―
tion Of electrical devices,communication systenl,and the Operational error Of control system
We examined the voltage transients at the making operation of sM′i chg ar to et the
fundamental data for cOnsidering the immunity of cOmmunication system used On the po、ver
system  However,the transients M/ere very rapid  lt is dimcult t。。bserve the voltage trans―
ients using the potential transformer and the capacitance potential device
TherefOre,we propose the rneasurement rnethod using the cOupled transHュission line system
to rneasure the high speed and high voltage transients,and the actual experirnental results on the
69kヽ「po、rer system are presented  This methOd enables the measurement of the high speed
voltage transient in out Of cOntact、、アith power system
1.まえ が き
落雷,系統事故,さらには開閉器動作などに
伴うサージ電圧は,主回路を構成する電力機器
の絶縁耐力および開閉信頼性等に影響を与える
ため,機器設計上,重要な問題 となっている D｀。
さらに,発生したサージ電圧は,電力系統を
伝搬し,伝導性電磁雑音 となり,送配電系に接
続される電気 。電子機器,あるいは近接して付
設される電力保安通信設備などに混入する釘。。
このため,機器設計および通信機器のイミュニ
ティ等を考慮する上で,瞬時的に発生するサー
ジ電圧の過渡的変化を詳細に把握するため,多
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くの検討がなされている0。 これらの検討によ
り,集中定数論的またはEMTPに代表される
分布定数論的観点から,詳細なサージ解析が可
能となってきている10。しかし,電力実系統にお
けるサージ電圧の観測例は,測定系による制約
などから巨視的な範囲に限定した報告が多く,
時系列における詳細な実測例に関する報告は少
ないようである。
ところで,従来の電圧測定用機器としては,容
量分圧器,計器用変成器などが主に用いられ,系
統保護および系統制御において重要な責務を
担っている。これらは,商用周波数を中心とし
た比較的,低周波数域での電圧観測を目的とし
て用いられている。このため, これらの機器を
用いて急峻な変動を示すサージ電圧を観測する
場合,残留イングクタンス分や対地漂遊容量分
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